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飯田 祐二経済産業省産業技術環境局長、一般社団法人 産業競争力懇談会 
（COCN）の皆さま、ToMMo-Stanford大学シンポジウムに参加の皆さま、
西原 基夫NEC取締役 執行役員常務 兼 CTO、Peter Gruss沖縄科学技術
大学院大学学長、福建医科大学 HE Mingfua 書記　ほか多数の皆さま  
※五十音順
写真 ： 2019年11月、Stanford大学とシンポジウム“Frontier of clinical and basic research towards
　    　 personalized medicine”を開催しました。研究発表のほか、同大の参加者には施設見学いただきました。













































●    基本情報（年齢・性別・家系情報）
●    健康調査情報（調査票（生活）情報、検体（血液・尿）検査情報）
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Saigusa Daisuke, Motoike Ikuko N., Saito Sakae, et al. Impacts of NRF2 activation in non-small-cell lung cancer
cell lines on extracellular metabolites. Cancer science. 2020; 111(2):  667-678. doi:10.1111/cas.14278 
● 地域住民コホート調査の結果に関する論文
Hozawa Atsushi, Tanno Kozo, Nakaya Naoki, et al. Study profile of The Tohoku Medical Megabank Community-
Based Cohort Study. Journal of epidemiology. 2020; doi:10.2188/ jea.JE20190271
● アルツハイマー病におけるNrf2活性化の効果に関する論文
Uruno Akira, Matsumaru Daisuke, Ryoke Rie, et al. Nrf2 Suppresses Oxidative Stress and Inflammation in App
Knock-in Alzheimer's Disease Model Mice. Molecular and Cellular Biology. 2020; doi:10.1128/MCB.00467-19
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昨年11月に長崎市で開催された「日本人類遺伝学会第64回大会」に、
バイオバンク横断検索システムと未来型医療創成センタ （ーINGEM）の
ブースを出展しました。
バイオバンク横断検索システムは運用開始直後ということもあり、登録や
検索手順などの質問や、特定条件に合致した検体がどこのバイオバンク
にどれくらいあるのかなどの検索をお試しいただきました。INGEMの
ブースでは、日本人基準ゲノム「JG1」の構築プロセスの紹介や、ウェブ公開
されているゲノム配列データをご覧いただきました。
本学会にはToMMoの教員も多数参加し、髙山 順助教（INGEM）と荻島 
創一教授（統合データベース室長）が学会シンポジウムに、櫻井 美佳
准教授（アレイ解析室長）がセミナーに登壇しました。
03：左から大沼 克巳村田町長、山本 雅之機構長　
04：左から佐藤 光樹塩竈市長、山本 雅之機構長
01：バイオバンク横断検索システムを体験される様子
02：シンポジウムで登壇する髙山 順助教
ACTIVITIES
ACTIVITIES
日本人類遺伝学会に2つのブースを出展
昨秋、村田町役場および塩竈市役所へ伺い、新たに就任された首長と
面会し、引き続き事業へのご協力をお願いしました。
村田町の大沼 克巳町長からは、「健康寿命を長くするために個人にあった
生活習慣などの指導を行えるようにしたいので、町としても全面的に応援
していきたい」とのお言葉をいただきました。また台風19号の浸水被害状
況を説明いただきお見舞いをお伝えしました。塩竈市の佐藤 光樹市長
からは、「市では人口減少や住民の高齢化が著しい状況です。健康に勝る
ものはありません。これからもご指導をお願いしたい」とのお言葉をいた
だきました。
ToMMoは自治体と連携を継続し、災害対策や被災後の対応、医療・保健
における情報提供や普及啓発活動などの面で協力をしていきたいと考え
ています。
村田町と塩竈市の首長を訪問
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